
地域創生学(産業)
津山市への提言

企業×地域の協力イベント開催を
行政が支援する

学校で津山市の企業を調べる時間
を設ける

・企業は多いが地元で働く人が
少なく活気がない

・イベントは行われているが、
小学生くらいの年代が多く
高校生は参加しにくい

・どのような企業があるか知る
ために地域と企業が接する場が
ほしい

津山市の将来に向けて

・企業×津山市民の継続的な
協力イベントの開催を行政が
支援する。

→ 地域と企業の関係がより身近

なものになる。

・学校で津山市の企業を調べる
時間を設ける。

→ 地域に関わろうと思う気持ち

がより強くなる。

高校生が地域産業に貢献できる
交流の場「MOT」を活用して、
津山市の発展に繋げる

提言の理由

・「MOT」での結果や課題を
学校へ定期的に持ち帰る

→ 地域への関心が高まる

・企業と交流できる

→ 知見が増え、視野が広がる


